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1. はじめに

近年企業が Twitter をマーケティングに利用する「ソーシ

ャルリスニング」が広く行われている．しかし，膨大なツ

イート集合から人手で意見を抽出するのは困難であり，ま

た教師あり学習手法を用いた意見抽出システムも Twitter の

特性上，アノテーションにおいて教師データが不均衡にな

り，抽出精度が落ちるという課題がある．先行研究ではこ

の課題に対し，アンダーサンプリングやオーバーサンプリ

ングなど教師データレベルで対策を行っているが，本研究

ではツイート集合に段階的にフィルタリングをかけること

によって，不均衡化が緩和されたツイートコーパスを構築

する，アノテーションレベルでの対策手法を提案する.(図 1) 

2. 関連研究

不均衡データに対するアプローチの先行研究として澤崎

ら[1]の研究が挙げられる．澤崎ら[1]は不均衡データである

livedoor ニュースコーパスを利用して類似単語の入れ替え

や文節の並び替えを行う事によって文書をオーバーサンプ

リングする手法を提案し，SVM，Random Forest を使って学

習を行うことによって有効性を検証した．本研究では教師

データ作成時のアノテーション手法を提案する． 

TwitterなどのWeb上からの意見抽出に関する研究では立

石ら[2]は評価表現辞書を用いて意見を抽出した．本研究で

は辞書に含まれている意見表現が明示されているツイート

だけでなく，辞書に含まれていないが，文脈上等で意見と

判別されるツイートもコーパスに含ませる構築手法を提案

する． 

3. 意見抽出システム

本研究で提案するのは，提案手法で構築したコーパスで

学習した分類モデルを利用した意見抽出システムである．

システムの構築フローは 

① ツイート収集

② コーパスの構築

③ 機械学習

である．本章ではシステム構築のそれぞれのステップにつ

いて述べる． 

3.1 ツイート収集 

 Twitter から収集する意見の対象となる事物名でキーワー 

ド検索を行い，ツイート集合を収集する． 
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3.2 コーパスの構築 

 前項で収集したツイート集合を「意見」の定義に基づい

てアノテーション作業を行い，教師データのコーパスを構

築する． 

アノテーション作業には膨大な人手と時間的コストがか

かるため，より信頼性の高い教師データの構築手法が求め

られる．しかし，収集したツイート集合から教師データの

作成のためにランダムサンプリングを行ってアノテーショ

ンを行うと，Twitter などの SNS の特性上，「意見」ではな

いツイートが非常に多く抽出され，不均衡なデータになり，

学習が難しくなる． 

また，意見表現をまとめた辞書を構築し，それを収集し

たツイート集合にフィルタリングを行い，抽出されたツイ

ート集合にアノテーション作業を行う立石ら[2]の研究が存

在するが，辞書に収録されている表現を含むツイートのみ

が教師データとして学習され，辞書に収録されていない表

現ではあるが「意見」として抽出されるべきツイートが教

師データに含まれず，抽出漏れが起きる可能性がある．ま

た，反対に辞書でフィルタリングして抽出されたツイート

全てが必ずしもアノテーションで「意見」と判定されるわ

けではない．そのため本研究では収集したツイート集合を

以下の 4 段階の機械的なプレフィルタリングを用いたサン

プリングによって教師データを作成することによって不均

衡化を緩和するアノテーション手法を提案する． 

第 1 段階フィルタ 評価表現辞書[3]を，収集したツイー

ト集合にプレフィルタリングする．フィルタで抽出された

ツイート集合と抽出されなかったツイート集合それぞれ5:5

になるようにランダムサンプリングを行った上でアノテー

ションを行う． 

 第 2 段階フィルタ 評価表現辞書[3]を，収集したツイー

ト集合にプレフィルタリングする．フィルタで抽出された

ツイート集合と抽出されなかったツイート集合それぞれ6:4

になるようにランダムサンプリングを行った上でアノテー

ションを行う． 
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 第 3 段階フィルタ 評価表現辞書[3]に MeCab[4]で形態素

解析を行い，「意見」と判別される文章に頻出する「形容詞」，

「副詞助詞類」，「助動詞」，「名詞副詞接続」，「名詞形容動

詞語幹」に該当する品詞が含まれている表現を抽出した新

しい辞書を作成する．また，収集したツイート集合に対し

て表記ゆれの解消，分かち書きを行った上で作成した新し

い辞書でプレフィルタリングを行う，抽出されたツイート

集合と抽出されなかったツイート集合それぞれ 8:2 になる

ようにランダムサンプリングを行った上でアノテーション

を行う． 

第 4段階フィルタ 評価表現辞書[3]にMeCab[4]で形態素

解析を行い，第 3 段階フィルタよりも厳格に「意見」と判

別される文章に頻出する「形容詞」，「副詞助詞類」，「助動

詞」，「名詞副詞接続」に該当する品詞が含まれている表現

を抽出した新しい辞書を作成する．また，収集したツイー

ト集合に対して表記ゆれの解消，分かち書きを行った上で

作成した新しい辞書でフィルタリングし，その上で「意見」

とされるツイートは文字数が多くなると仮定して，70 文字

以上の文字数があるツイートのみを抽出した．その後，抽

出されたツイート集合と抽出されなかったツイート集合そ

れぞれ 8:2 になるようにランダムサンプリングを行った上

でアノテーションを行う． 

4 段階のフィルタに分けること，またフィルタで抽出され

なかったツイート集合も一定の割合で含めることによって

不不均衡化を緩和し，特定の表現や文字数への教師デー 

タの偏りを防ぐことができる． 

3.3 機械学習 

 前項での提案手法を用いて作成したツイートコーパスを

用いて機械学習モデルの構築を行う． 

 学習モデルは文書分類タスクで用いられる SVM，Random 

Forest，Logistic regression を利用し，それぞれのモデルで意

見抽出システムを構築する． 

4. おわりに

 本研究では不均衡データになりやすい意見抽出タスクの

教師データ作成において，新しいコーパス構築手法を提案

し，この手法を用いて作成した教師データを学習させ，意

見抽出システムを構築する手法を示した． 

 今後の課題として，提案手法を用いて実際にアノテーシ

ョンを行うことによってコーパスを構築し，データの不均

衡化の緩和効果を検証する．その上で，構築したコーパス

を用いた機械学習モデルの構築と精度評価を行い，従来か

らの不均衡データに対する手法と比較することで，コーパ

ス構築まで含めた機械学習モデル構築手法の比較評価を行

い，その有効性を検証する． 
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図 1 従来手法と提案手法の不均衡データに対する対策手法の比較 
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